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校内のお気に入りの場所に合うポーズで撮影した小さな自分の写真を「附坂小の妖精」に見立てました。そして「附坂小の妖精図

鑑をつくろう」という題材のゴールに向かい、学習計画や学びの過程が位置付けられた「マイ妖精メモ」を基に自分がすべき課題を

決め、自分に合った材料や表し方を選びながら、妖精をつくったり、お気に入りの場所をつくりかえたりしていきました。

〇〇の妖精を仕上げよう お気に入りの場所にしよう

【見通し】 【行動】 【振り返り】

自分で学びを進めることができ 本時、自

るようにするために、材料コーナ 分がしたこ

ーを設置し、自分の表したいこと とと今日つ

に合う材料を自由に選んだり、共 くったもの

有した活動時間を手元の１人１台 の写真を「マ

端末でいつでも確認したりできる イ妖精メモ」に位置付け、本時

ようにしました。子供たちは、色 の学びを捉えました。「マイ妖精

「マイ妖精メモ」を基に、本 や素材に目を向けて材料を選び メモ」に位置付けることによっ

題材のゴールとこれまでの学習 妖精を装飾したり、図工室や図 て、見通し場面で想定していた

の成果、現在地を確認し、自分 書室、階段などの場所を妖精に 通りに活動が進んだかや、ゴー

の進み具合に合わせた課題を決 合った場所になるようにつくっ ルまでどれ

め、見通しをもって取り組むこ たりしていきました。できた妖 だけ近付い

とができるようにしました。活 精やお気に入りの場所の写真を たかを捉え

動時間について話し合って共有 撮影し、その変容を感じる姿が る姿が見ら

しました。 見られました。 れました。

○自分がすべきことを整理することが苦手な子供にとっては、「マイ妖精メモ」ですべきことをはっきりさせることが有

成果と 効だった。また、子供が「試したい」と思った時にすぐに試行錯誤することができる環境がつくられていた。

課題 ▲本時の見通し場面で自分がすべき課題を設定する姿が見えづらかった。ICT機器を活用するなど、一人一人がもってい

る異なる課題を授業者が一目で把握できるような工夫が必要だったのではないか。


